
ラグビーフットボール競技女子、７年ぶり２度目の優勝！！ 

馬術競技少年、馬場馬術で６位入賞！！ 

フェンシング競技成年女子サーブル、見事、４位入賞！！ 

 

10日（木）終了時点での本県の成績 男女総合成績（天皇杯）18位 女子総合成績（皇后杯）13位 
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ラグビーフットボール競技女子（7人制）決勝がSAGAサンライズパークボールフィールド

にて行われた。山口県と対戦し、本県女子は7年ぶり2度目の優勝を果たした。 

前半5-12とリードを許し、苦しい展開となった。後半に入っても、1トライを奪われて 

5-17 と 12 点まで差が開いた。しかし、ここからチーム福岡は応援を背に、1 トライ 1 ゴー

ルを奪い12-17とした。そして、終了間際のラストプレーで執念のトライで同点に追いつく。

延長5分を過ぎ、疲れて足が止まりそうになる中、抜群のパス回しで、中村知春選手（ナナ

イロプリズム福岡）が、決勝トライを決めた。 

中村選手は試合後、「私は最後に飛び込んだだけ。可能性を信じてつないでくれた 

みんなに感謝です。」とチームメイトへの感謝を伝えた。昨年の鹿児島大会では、 

決勝戦で埼玉県に敗れて準優勝であったため、「去年の悔しさを晴らしてくれた。」と 

平野勉監督（九州電力（株））は、喜ぶ選手を称えた。  

 

フェンシング競技の最終日、成年女子サーブルがSAGAサンライズパークSAGAプラザに

て行われ、見事、第 4 位に入賞した！今大会の旗手を務めた福島史帆実選手（（株）セプ

テーニ・ホールディングス）や笠紗彩選手（日本大学）、髙橋千里香選手(オリエンタル酵

母工業株式会社)が出場した。※３選手とも福岡県タレント発掘事業修了生 

 予選第2回戦第4プールを１位通過(滋賀県、和歌山県に2-1で勝利)し 

上位8チームで争う決勝トーナメントに進出した。 

準々決勝で山口県に2-0で勝利するも、準決勝で佐賀県に1-2で 

惜しくも敗れた。続く3位決定戦でも香川県に1-2で敗れたが、 

堂々の4位入賞を果たした。 

        

     

試合中の様子（上） 

優勝メダルを手に喜ぶ様子(下) 

表彰式後の様子 

試合中の様子 

 

馬術競技が三木ホースランドパーク（兵庫県）にて行われ、 

少年馬場馬術種目で永田優奈選手（弘学館高校）が見事に 6位入

賞を果たした。少年スピードアンドハンディネス種目に出場した

中本柊（水産高校）は 9位と惜しくも入賞を逃したが「ここまで

こられたのは父の指導と馬のおかげである」と感謝の気持ちを語

った。また、国スポ初出場の木下建太郎選手（乗馬クラブクレイ

ン福岡）は21位となった。 

 

        

     

木下選手 

 

中本選手 

 

準々決勝に挑む前の様子 


